
堤防決壊地点付近　鴨川橋水位および雨量　（9/15 1:00～9/16 17:00）
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３－３（２） 被災河川の降雨・水位状況
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観測地点断面図
（決壊地点下流2km（八田川合流後））

(改修済区間)

降り始めからの累加雨量

ガリバー 409mm
勝野 253mm

(9/15 3:00-9/16 13:00)
9/16 4:00～5:00に

0.90㎝低下
この間に観測地点

上流で堤防決壊
の可能性大

はん濫注意水位 1.90

水防団待機水位 1.20

最高水位(3.02)
（9/16 4:00)

※滋賀県観測データより決壊地点

近傍の、カリバー雨量、勝野雨量、
鴨川橋水位を整理した。

32H25.9.20 13時ごろ 国土地理院撮影

決壊箇所

土砂流出跡

３－４（１） 被災状況：航空写真
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堤防決壊
横断方向約30m
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３－４（２） 被災状況：平面図・断面図

被災前断面
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堤防が縦断方向に約150mにわたって決壊した

D.H.W.L.

決壊幅：約30m
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決壊箇所 断面

決壊箇所の洪水状況 決壊箇所からの土砂流出

３－４（３） 被災状況：決壊地点写真
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堤防高

▽DHWL

47+50
KH=98.15

DL=90.00

▽ DHWL

３－４（３） 被災状況：決壊地点写真

破堤地点の水位・横断状況
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DHWL

T.P.+103.3m

T.P.+102.0m
T.P.+97.7mT.P.+103.7m

T.P.+98.2m

▽ DHWL T.P.+102.7m

護岸天端

約70m

堤防高から１ｍ下がり

写真①

鴨川決壊箇所

延長L＝１５０ｍ
堤内地への流出。琵琶湖、和田打川
まで、浸水。

鴨川
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３－４（４） 被災状況：浸水範囲

凡例
：浸水実績エリア

36

写真②

写真③
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H25.9.16 台風18号 11:50ごろ

鴨川

堤防決壊箇所

宮野地区

３－４（５） 被災状況：浸水範囲写真（１）

①堤防決壊箇所付近（防災ヘリ動画より）

写真①
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②浸水エリア全景（防災ヘリ動画より）

H25.9.16 台風18号 11:50ごろ

南鴨地区

出鴨地区

３－４（５） 被災状況：浸水範囲写真（２）

写真②
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③浸水エリア全景（防災ヘリ動画より）

H25.9.16 台風18号 11:50ごろ

鯰川

下小川地区

鴨川揚水機場（農業用）

３－４（５） 被災状況：浸水範囲写真（３）

写真③

コンクリート片

×

鴨川

決壊地点

コンクリート片

コンクリート片コンクリート片

コンクリート片集積箇所
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３－４（６） 被災状況：堤内地への土砂等流出写真

決壊地点から大量
の氾濫水、土砂、
流木や被災した護
岸が流出した

大量の土砂流出
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鴨川橋水位計

41

３－４（７） 鴨川でのその他の被災状況

鴨川（高島市）
護岸欠損

鴨川（高島市）
護岸欠損

河道内整正工

盛土工施工

決壊区間 L=150m

写真①
写真②

写真③
写真④
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決壊区間
盛土工横断図

９／１６～９／３０で完了
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３－５（１） 応急対策の状況：平面図・横断図
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写真①(下流側より)
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３－５（２） 応急対策の状況：写真

写真②(下流側より)

写真③(上流側より) 写真④(上流側より)

決壊箇所の特徴

・未改修区間

・堤防高は比較的高い

・堤体は砂礫主体

・堤防に樹木や竹林が繁茂

・護岸工、護床工が設置

降雨・水位の状況

・降り始めからの累加雨量が409mmの大雨
(ガリバー地点)

・はん濫注意水位を８時間超過(鴨川橋)
(最大2m以上)

・痕跡水位からは越水は確認できない

被害状況

・堤防決壊により大量のはん濫水・
土砂等が堤内地に流入し甚大な
被害が発生

３－６（１） 鴨川での堤防決壊状況のまとめ
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３－６（２） 堤防決壊の一般的なメカニズム
堤防決壊の一般的なメカニズムは越水・浸透・侵食の3つ

越水による決壊

浸透による決壊

侵食による決壊

水位が上昇し堤防天端を越流する時に堤防が削られ決壊

降雨と水位上昇により堤防内地下水位が上昇し、堤防・
地盤が緩みすべり破壊・パイピング破壊などにより決壊

洪水流により護岸がめくれたり、深掘れにより護岸が破壊
した結果、堤防が直接洪水に削られて決壊

越水

降雨

浸透

侵食

洗掘

・注目点① 現地確認状況

大量の土砂や被災護岸等が堤内地へ。
一般に、洗掘・侵食による被災の場合は下流に、
越水や浸透による決壊の場合は堤内地に流れる。

→ 土砂流出状況からは越水か浸透が考えられる
（河道内下流の状況が不明なので、侵食の

可能性が低いとまでは言えない）

・注目点② 痕跡水位等の状況

痕跡水位は決壊地点の堤防高より約0.6m低い。

→ 痕跡水位からは越水決壊の可能性は低い。

・検証手順

以上をふまえ、以下の検証を行う。

・浸透による決壊の検証
・侵食による決壊の検証
・越水による決壊の検証

３－６（３） 鴨川での決壊メカニズムを解明
していくにあたっての注目点

洗掘・侵食破壊の場合は護岸等は下流へ

越水・浸透破壊の
場合は堤内地へ

↑ 今回は堤内地で
多く発見された

決壊地点堤防高
より約0.6m低い

浸透破壊の現象例

46
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３－６（４） 浸透決壊のメカニズム（鴨川）（１）

①堤防内の浸潤面

降雨や河川水位の上昇によって堤防内浸潤面は変動

鴨川で浸透破壊による決壊が発生する場合の流れは以下通り。

②浸潤面の上昇

長時間降雨と堤防天端近くまでの河川水位の上昇によって堤防内浸
潤面が大幅に上昇

③裏法尻周辺の湧水

堤防内浸潤面が高くなりすぎると裏法尻あたりから湧水が発生し崩落

降雨

浸透 浸潤面

浸潤面

浸潤面

降雨

降雨

浸透

浸透
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④裏法面のすべり破壊

堤防内浸潤面の上昇と法尻の崩落などにより堤防裏法面が不安定に
なりすべり破壊が発生、堤防がやせていく

⑤堤防天端の崩落

堤防天端が崩落し洪水流の堤内地への越流が開始

⑥堤防流失

流水により堤防が完全に流失する

越流

鴨川で浸透破壊による決壊が発生する場合の流れは以下通り。

３－６（４） 浸透決壊のメカニズム（鴨川）（２）
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３－６（５） 今後のスケジュール（案）

※スケジュールは現時点での予定であり、調査・検討状況により変わることがあります

本技術検討会は下記内容により鴨川での決壊メカニズムを解明、堤防管
理のあり方について検討していく予定。

次回検討会では、洪水再現計算の実施結果、決壊地点周辺のボーリング
調査結果及び堤防浸透流再現計算の計算条件について報告・協議を予定。

表 技術検討会スケジュールと報告内容（鴨川・案）

検討会 報告内容（鴨川）

第１回検討会
・現地調査、資料収集整理
・被災の現象整理
・検証方針の検討

第２回検討会
・洪水の再現計算結果の報告及び検証
・ボーリング調査結果の報告、検証

・堤防浸透流再現計算の条件整理

第３回検討会
・堤防浸透流再現計算結果の報告及び検証
・被災の現象整理

・今後の堤防管理への考察
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３－６（６） 今後の検討方針（案）

決壊地点で決壊前にどのような水位・流速をたどったかを把握するため、
下記内容により洪水の再現計算を行う。

特に、浸透破壊の可能性が考えられることから、堤防浸透流に影響を与え
る高水位継続時間の観点で実績水位と比較し妥当性を確認する。

表 洪水再現計算方針案（鴨川・案）

項目 再現計算の内容

目的 決壊地点ハイドロ(特に決壊前)の推定

考え方
決壊地点で決壊にいたるまでにどのような水位・流速をた
どったかを推定する

モデル
河川内洪水解析
(降雨流出解析＋河道流下1次元不定流解析)

降雨条件
レーダ雨量(Xバンド・Cバンド合成)により降雨分布が一様で
あることを確認し、地上雨量観測値を採用。

検証方法
計算水位と実績水位とを比較して高水位継続時間が妥当で
あるかという観点で検証。
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4．金勝川の決壊状況

52

一級河川金勝川（栗東市目川町）

4－１ 被災河川の概要

4－２ 被災箇所の概要

4－３ 被災河川の降雨・水位状況

4－４ 被災状況

4－５ 応急対策の状況

4－６ まとめと今後の方針
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一級河川金勝川(栗東市目川)

・栗東市の西に位置する一級河川
金勝川は、阿星山に源を発し、山
田川等の支川を併せ、名神高速道
路を横断し、草津川に注ぐ。

・過去の主要な洪水として、Ｓ２
８年9月出水により、多大な被害
が発生。

金勝川（草津川合流部上流600m）

4－1（1） 一級河川金勝川の概要

金勝川
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4－1（2） 流域図

―― 流域界
―― 一級河川金勝川
○ 決壊箇所

流域面積 A=20.93km2
河川延長 L=10.39km

上砥山
雨量計

観音寺
雨量計

目川
水位計

流域面積 A=20.93km2
河川延長 L=10.39km
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名神高速道路

高橋
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追加距離（km）

現況堤防高 左岸

現況堤防高 右岸

最深河床高

計画高水位

改修済み区間 未改修区間
落差工

決壊地点
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4－1（3） 縦断図

図 金勝川縦断図(現況河道)

河床勾配
約1/200

既設護岸高(右岸)
既設護岸高(左岸)

既設護岸高(左岸)

既設護岸高(右岸)
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高橋

名神高速道路
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現況流下能力 (余裕高考慮)

整備計画流量（W=1/10)

4－1（4） 金勝川の現況流下能力

堤防決壊

現在、現況流下能力等の検討中。(仮設落差工
下流区間が改修済みとして整理）

200㎥/s
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4－1（5） 金勝川の河川整備計画
一級河川金勝川を含む甲
賀湖南圏域河川整備計画
は平成22年11月に策定。

金勝川計画断面図

金勝川計画平面図

目川水位計

一級河川金勝川は、草津川合流点上流から
天井川切下および河道拡幅を目的とした河
川改修を進めている。
今回決壊した箇所は、既設護岸との取付部
分の仮設落差工付近である。

4－2（1） 金勝川の堤防決壊箇所
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決壊箇所 L=110m
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4－2（2） 決壊箇所平面図・横断図（被災前）
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決壊箇所 L=110m

4－2（3） 被災前縦断図
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改修済区間 未改修区間


